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左・右ヒーターで揚げる（揚げもの温度コントロールの使　　いかた） 
左
・
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※左・右ヒーター同時に揚げものはできません。　※調理タイマーは使用できません。 ※左ヒーターで説明しています。 

左・右ヒーター 

※油量500g（0.56L）未満で調理したり、鍋をずらして置かないでください。 
　油温が上がり過ぎたり、正しく温度調節できなくなり、発火の原因になります。 

○予熱が終了するとメロディーが鳴ってお知らせし、液
晶表示窓に「適温」を表示します。 

※500gの油で約8分ほどかかります。また途中で油温
設定を変えると長くなる場合があります。 

※油温設定は調理時の温度目安です。油の量や材料によ
り異なります。また材料が入っていない場合はやや高
めの温度になります。 

※高温注意中に調理を始めるとオレンジ色から表示します。 

お　願　い 

※次のような使いかたをした場合、揚げもの鍋そり
検知機能が働き、通電を停止する場合があります。 

（1）鍋底が約2mm以上そっていたり、変形した鍋
を使用した場合 

（2）鍋底やトッププレートに異物や汚れが付着して
いる場合  

（3）予熱中に油を注ぎ足した場合  

・鍋やトッププレートを確認し、正しい鍋に取り換
えたり、トッププレートをお手入れしてからご使
用ください。また、（3）の場合は、上面操作部の切/
スタートキーを押して揚げもの温度コントロール
を終了し、もう一度揚げもの温度コントロールを
設定してください。 

※油の種類によっては、油煙が出る温度が異なります。 
　油の説明書をよくお読みになりご使用ください。 
※再使用油は油煙が出やすくなります。 
※付属の天ぷら鍋は絶対に空だきしないでください。
鍋底が変形して使えなくなります。 

油量500g油量800g

●油量が少なかったり、鍋底に凹凸やそりのある場合は、油温が設定温度より高くなり、発火の原因に
なります。　 

　警告 

予
熱
中 

適　温 
揚げもの調理中はそばを離れない 
火災の原因 

●付属の天ぷら鍋以外は絶対に使わない。 
●鍋は中央に置いてください。 
●底に凹凸やそりのある鍋で揚げものをしない。 
●必ず揚げもの温度コントロールを使用し、付属の天ぷら
鍋で調理してください。 
●油は500g（0.56L）未満では絶対に調理しない。 
　油は500g（0.56L）～800g（0.9L）の範囲で調理し
てください。 
　鍋が違ったり油の量が少ないと、油が過熱され発火する
恐れがあります。 
　また油の量が多すぎると、あふれてやけどや火災の原
因になります。 

 

・電源スイッチをブザーが
鳴るまで押してください。 

・電源ランプが点灯します。 

電源を入れる。 2

 

付属の天ぷら鍋に油約500g（0.56L）～約800g（0.9L）を入れ、 
ヒーターの中央に置く。 

＜通電を開始する＞ ＜操作のしかた＞ 

1

※通電を停止したときや電源を切った後でも、トッププレートの温度が約80℃以下になるまで、表示窓の「高温注
意」を点灯し続けます。 

調理が終わったら上面操作部の切/スタートキーを押して通電を停止し、電源スイッチを押して 
電源を切る。電源ランプが消灯します。 

ヒーターを切り忘れた場合は、切り忘れ防止自動停止機能が働き、操作後約45分経過すると自動的に通電を停止します。 

お知らせ 

1 上面操作部のメニューキーを押し 

揚げものを選ぶ 

解除 

メニューキーを押すごとに切り換わります。 

「150」「160」「170」「180」「190」 
「200」の中から選べます。 

2 上面操作部の設定キーを押し 

お好みの油温を設定する 

3 上面操作部の切／スタートキーを押し 

適温になったら調理を始める 

○お好みに応じて油温を調節できます。 

○右ヒーターで揚げもの調理をするときは揚げものキー
を押してください。 

点灯 

点滅 

※メニューキーを押した後、約30秒以内に切/スタート
キーを押さないとブザーが鳴り、自動的に解除されます。 
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点滅 

点滅 

点灯 

メロディー 

点灯 

ピッ 
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